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「ワールド・ファミリー バイリンガル サイエンス研究所」（※以下、IBS）<東京都新宿区 所長：大井静雄>ではグローバ

ル化社会における幼児期からの英語教育の有効性や重要性に関する情報を定期的に発信しています。 

今回は、日本に住むさまざまな家庭でのバイリンガル子育て（「英語を母語とする親」、「英語が母語ではないが流暢に

話せる親」、「日本語モノリンガルの親」など）について研究されてきた中村ジェニス准教授（神奈川大学）にお話を伺いま

した。 

 

＜インタビュー記事概要＞ 

●バイリンガルの子どもは、ことばを話し始める前から一つの

事物に二つの言い方（二つの言語）があることを理解し、 

インプットの頻度や豊かさ、親の会話の進め方の影響を受けな

がら二言語の語彙が異なるペースで発達していく。 

●バイリンガル子育てに取り組む親は、日英バイリンガルが日

本語モノリンガルと英語モノリンガルの合計ではないことを理解

し、モノリンガルの言語発達と比較せずに忍耐強くインプットを

続けること、子どもがあまり話さない言語があれば発話を促すことが重要。 

●豊かなインプットをたくさん与えられる英語力がない親の場合は、英語を使って子育てをするのではなく、さまざまなイ

ンプット方法の組み合わせや、英語を日常生活と結びつけたりするサポートによって子どもの英語習得を手助けできる。 

 

自分の息子の日本語・英語が発達していく様子を記録した貴重なデータ 

 中村ジェニス准教授は、同時性バイリンガル（生まれたときから二つの言語に同時に触れて育ったバイリン

ガル）の言語発達についての研究をしています。研究スタート当時、中村ジェニス准教授は妊娠中でした。出

産後、息子さんがことばを理解するようになった生後 9 カ月のタイミングで、語彙発達に関するデータ収集を

開始します。言えるようになった語彙はすべて日記に記録し、発語が始まってからは 2 週間に 1 回のペースで

ビデオ撮影も行いました。 

これは、日本に住んでいる子どもを対象に、前言語期から発話期のはじめまでの生後 2 年間、日本語と英語

の発達を調査した事例研究です（Nakamura, 2011b）。同様の研究の中では、おそらく最も詳細なデータが得ら

れていると中村ジェニス准教授は言います。その後、親が母語ではない言語で子育てをする事例などについて

の研究も手掛けました。それらの研究から得られた知見を、バイリンガル子育てに関する情報を本当に必要と

している人に伝えるため、ブログ執筆のほか、ベトナムや香港、スコットランド、アメリカなど、世界中のバ

イリンガル家庭で個別カウンセリングも行ってきました。  

 

親が英語を母語としない場合、日本でバイリンガルの子どもを育てるにはどうしたらいいの？ 

バイリンガル子育ての 6 つの誤解 

バイリンガル子育て研究の中村ジェニス神奈川大学准教授インタビュー記事公開！ 
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バイリンガル子育て６つの誤解 

 バイリンガル子育てで言われる次の６つの情報はすべて間違いであると中村ジェニス准教授は指摘します。 

誤解① 赤ちゃんは二つの言語で混乱する 

誤解② 二つの言語は同じペースで発達していく 

誤解③ 親が話す言語は、子どもも自然に話せるようになる 

誤解④ 両方の言語がモノリンガルと同じペースで発達しなければ、言語発達に問題がある 

誤解⑤ 英語のネイティブ・スピーカーでない親は、子どもをバイリンガルに育てることができない 

誤解⑥ 子育てで使う英語は簡単だから、誰でも自分でバイリンガルを育てられる 

 

まとめ：日本でのバイリンガル子育ては簡単ではないが、さまざまな工夫ができる 

インタビューでは、バイリンガル子育てに関して日本で広まっている通説をいくつか取り上げてお話を伺いま

した。前編では、乳幼児期の二言語発達をテーマとし、日本語と英語での発達ペースの違いは自然な現象である

こと、モノリンガルの言語発達と比較せずに忍耐強くインプットを続ける必要があることがわかりました。 

後編では、親の英語力や取り組みをテーマとし、日本の親が子どもに英語で話しかけることの効果はかなり限

定的であり、さまざまな方法を組み合わせてインプットの量と豊かさを確保できるようにすることが重要だとわ

かりました。歌、映像、絵本、英会話レッスン、英語を使った遊びや学び、英語を話す人たちとの交流など、さ

まざまなインプット方法があるため、どれをどのように組み合わせると効果的かという点は今後明らかにしてい

く必要があります。しかし、今回紹介したバイリンガル子育てにおける大切な考え方を頭に入れておくことは、

親も子どもも楽しんで継続できるような取り組み方を決める際に大いに役立つと考えられます。 

（取材：IBS 研究員 佐藤 有里） 

 

【Profile】中村 ジェニス准教授（神奈川大学 外国語学部 英語英文学科） 

専門は、バイリンガリズム、バイリンガル教育、言語習得、社会言語学。日本に住んでいる子どものバイリ

ンガリズムや家庭の言語方針について研究。過去 16年間で 100以上の国際結婚家庭に関わり、『English 

Today』などの学術誌で多数の論文を発表。マレーシアのクアラルンプールで複数の言語に触れて育つ。

2002 年に日本への移住後、英語、客家語、広東語、北京語、マレー語に加えて、日本語を第 6 言語／方

言として習得。親子間のやりとりや家族の言語方針を調査することにより、日本における家庭内バイリン

ガリズムにおいてどのような言語面・非言語面の障壁があるかを明らかにしようとしている。 

 

※詳しい内容は IBS 研究所で公開中の下記の記事をご覧ください。 

前編： https://bilingualscience.com/english/2023071101/ 

後編： https://bilingualscience.com/english/2023071301/ 

■ワールド・ファミリーバイリンガル サイエンス研究所（World Family's Institute of Bilingual Science） 

事業内容：教育に関する研究機関 HP（https://bilingualscience.com/） Twitter(https://twitter.com/WF_IBS） 

所   長：大井静雄 

脳神経外科医・発達脳科学研究者ドイツ・ハノーバー国際神経科学研究所（INI）小児脳神経外科名誉教授・医学博士 

所 在 地：〒160-0023 東京都新宿区西新宿 4-15-7 パシフィックマークス新宿パークサイド 1 階 

設   立 ：2016 年 10 月 

 

 

【報道関係者様からのお問い合わせ】 
ワールド・ファミリーバイリンガル サイエンス研究所 PR 事務局 

担当： 090-8947-0021 (渡辺)  080-7317-7844（小林）MAIL： contact@bilingualscience.com 
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